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特
集
「
戦
後

年
」
連
続
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
Ⅷ

広
島
か
ら
問
う
、「
原
爆
文
学
」
と
「
戦
後

年
」
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70

「
証
言
」
の
力
学
―
「
原
爆
文
学
」
の
１
９
７
０
年
代

成

田

龍

一

は
じ
め
に

２
０
１
５
年
は
、
原
爆
投
下
か
ら
７
０
年
目
の
年
と
な
る
。
村
上
陽
子
『
出

来
事
の
残
響
』
（
イ
ン
パ
ク
ト
出
版
会
）
、
柿
木
伸
之
『
パ
ッ
ト
剥
ギ
ト
ッ
テ

シ
マ
ッ
タ
後
の
世
界
へ
』
（
イ
ン
パ
ク
ト
出
版
会
）
、
直
野
章
子
『
原
爆
体
験

と
戦
後
日
本
』
（
岩
波
書
店
）
、
柴
田
優
呼
『
ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ
ガ
サ
キ

被
爆

神
話
を
解
体
す
る
』（
作
品
社
）
、
四
條
知
恵
『
浦
上
の
原
爆
の
語
り
』（
未
来

社
）
な
ど
の
力
作
が
相
次
い
で
刊
行
さ
れ
た
。
年
末
に
は
、
岡
村
幸
宣
『
〈
原

爆
の
図
〉
全
国
巡
回
』（
新
宿
書
房
）
も
出
さ
れ
た
。

い
ず
れ
の
著
者
も
、
原
爆
文
学
や
被
爆
体
験
記
、
原
爆
画
と
し
て
書
か
れ

描
か
れ
、
読
ま
れ
て
き
た
テ
キ
ス
ト
を
、
あ
ら
た
め
て
大
き
な
文
脈
で
た
ど

り
な
お
し
、
読
み
な
お
し
と
ら
え
な
お
す
営
み
を
実
践
し
て
い
る
。
記
憶
の

時
代
に
入
っ
た
原
爆
経
験
を
歴
史
化
す
る
た
め
の
営
み
が
開
始
さ
れ
た
、
と

い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

「
戦
後
７
０
年
」
と
い
う
い
い
方
に
は
、
い
ま
だ
過
ぎ
去
ろ
う
と
し
な
い

「
戦
後
」
の
影
が
あ
る
が
、
い
ま
や
「
戦
後
」
の
歴
史
化
の
前
夜
に
さ
し
か

か
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
き
ら
か
で
あ
る
。
こ
う
し
た
な
か
、
あ
ら
た
め
て
原

爆
文
学
を
考
え
、
い
か
に
読
む
か
。
こ
の
こ
と
を
め
ぐ
っ
て
、
あ
ら
た
な
営

み
が
な
さ
れ
て
い
る
。

原
爆
の
語
り
と
い
っ
た
と
き
、
原
爆
文
学
は
、
爆
心
地
か
ら
の
距
離
、
目

撃
者
と
証
言
者
の
弁
別
、
作
家
と
そ
の
特
権
性
の
検
討
、
被
爆
者
／
非
被
爆

者
（
当
事
者
・
非
当
事
者
）
の
差
異
、
そ
し
て
核
兵
器
・
核
エ
ネ
ル
ギ
ー
と

い
っ
た
こ
と
に
敏
感
で
あ
っ
た
。
原
爆
文
学
は
「
文
学
」
と
し
て
記
述
さ
れ

つ
つ
、
外
部
の
参
照
系
・
「
事
実
」
の
参
照
系
と
い
っ
た
問
題
系
を
も
つ
作

品
群
と
し
て
扱
わ
れ
て
き
た
。
「
事
実
」
に
立
脚
し
、
私
の
経
験
の
記
述
を

遂
行
し
て
い
る
と
さ
れ
、
私
小
説
に
近
似
し
た
読
み
方
が
さ
れ
て
き
た
。

す
な
わ
ち
、
原
爆
文
学
を
は
じ
め
、
原
爆
の
語
り
は
「
戦
後
」
に
抗
う
問

題
意
識
を
も
ち
つ
つ
、「
戦
後
」
と
相
補
す
る
関
係
で
も
あ
っ
た
。
し
か
し
、

こ
の
こ
と
が
、
い
ま
や
、
議
論
の
出
発
点
と
な
っ
て
い
る
。

原
爆
文
学
は
、
「
正
典
」
の
体
系
化
と
「
原
爆
文
学
史
」
の
確
立
と
い
う
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方
向
で
歩
ん
で
き
た
。
原
爆
文
学
の
体
系
化
と
い
う
観
点
か
ら
す
れ
ば
、『
日

本
の
原
爆
文
学
』
（
全
１
５
巻
、
ほ
る
ぷ
出
版
、
１
９
８
３
年
）
が
、
そ
の
里

程
標
と
な
る
こ
と
は
疑
い
が
な
い
。『
日
本
の
原
爆
文
学
』
の
刊
行
に
よ
り
、

原
爆
文
学
の
地
平
が
見
渡
せ
る
よ
う
に
な
る
と
と
も
に
、
そ
の
枠
組
み
が
定

め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
『
日
本
の
原
爆
文
学
』
は
、
原
爆
文
学
と
い
う

テ
キ
ス
ト
群
を
整
理
し
、
意
味
づ
け
、
さ
ら
に
体
系
づ
け
た
。
こ
の
シ
リ
ー

ズ
は
、
原
爆
文
学
の
文
学
史
が
つ
く
り
だ
さ
れ
、
正
典
が
示
さ
れ
る
と
と
も

に
、
作
品
が
手
に
取
り
う
る
よ
う
な
形
で
提
供
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
大
き

な
事
業
で
あ
っ
た
。
テ
キ
ス
ト
の
入
手
と
い
う
こ
と
と
あ
わ
せ
、
計
り
知
れ

な
い
大
き
な
意
味
を
も
つ
。

『
日
本
の
原
爆
文
学
』
に
つ
い
て
は
、
編
集
に
携
わ
っ
た
編
集
部
員
か
ら

詳
細
に
事
情
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
シ
リ
ー
ズ
の
成
り
立
ち
が
う

か
が
え
る
（
近
藤
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
「
元
編
集
者
が
残
す
『
日
本
の
原
爆
文
学
』
全

１
５
巻
の
記
録
」
、
『
原
爆
文
学
研
究
』
第
１
１
号
、
２
０
１
２
年
１
２
月
）
。
い

っ
て
み
れ
ば
『
日
本
の
原
爆
文
学
』
に
よ
り
、
「
こ
れ
ま
で
」
が
あ
き
ら
か

に
さ
れ
、
課
題
は
「
こ
れ
か
ら
」
先
を
考
え
て
い
く
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

上
記
の
こ
と
は
、
こ
と
ば
を
換
え
れ
ば
、「
原
爆
文
学
史
」
の
生
成
が
、『
日

本
の
原
爆
文
学
』
の
編
集
委
員
を
務
め
た
長
岡
弘
芳
、
栗
原
貞
子
、
黒
古
一

夫
ら
に
よ
っ
て
な
さ
れ
て
き
た
と
い
う
こ
と
で
も
あ
る
。
小
田
切
秀
雄
編
『
原

子
力
と
文
学
』
（
講
談
社
、
１
９
５
５
年
）
に
は
じ
ま
り
、
長
岡
弘
芳
『
原
爆

文
学
史
』（
風
媒
社
、
１
９
７
３
年
）
に
い
た
る
営
み
の
結
晶
で
あ
る
。

黒
古
『
原
爆
と
こ
と
ば
』（
三
一
書
房
、
１
９
８
３
年
）
は
、「
被
爆
体
験
を
ベ
ー

ス
と
す
る
「
作
品
」
の
群
列
」
と
し
て
原
爆
文
学
を
定
義
し
、
そ
の
「
系
譜
」

を
探
る
。
黒
古
は
、
書
き
手
に
つ
い
て
、「
被
爆
体
験
」
者
と
「
非
直
接
体
験

者
」
を
分
け
、「
観
念
と
し
て
原
爆
お
よ
び
そ
の
後
の
地
獄
の
出
現
を
処
理
で

き
る
者
と
そ
れ
が
不
可
能
な
ほ
ど
感
性
と
思
考
の
奥
深
い
と
こ
ろ
ま
で
原
爆
に

冒
さ
れ
て
い
る
も
の
の
違
い
」
を
い
う
。
そ
し
て
、
記
録
者
・
大
田
洋
子
、
表

現
者
・
原
民
喜
、
告
発
者
・
栗
原
貞
子
と
い
う
規
定
と
、
そ
の
系
譜
を
い
う
。

現
在
営
ま
れ
て
い
る
の
は
、
こ
う
し
た
『
日
本
の
原
爆
文
学
』
に
み
ら
れ
る

整
理
を
、
あ
ら
た
め
て
検
討
す
る
こ
と
で
あ
る
。
原
爆
文
学
の
定
義
と
考
察
に

対
す
る
再
検
討
で
あ
り
、
脱
構
築
の
試
み
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
問
題
化

の
系
譜
を
探
れ
ば
、
い
く
つ
か
の
動
き
が
浮
上
す
る
。
ま
ず
は
、
原
爆
文
学
研

究
会
（
２
０
０
１
年
１
２
月
発
会
）
と
『
原
爆
文
学
研
究
』（
２
０
０
２
年
―
）
で

あ
る
。
そ
の
中
心
と
な
り
、
問
題
の
核
を
論
じ
た
ひ
と
つ
が
、
川
口
隆
行
『
原

爆
文
学
と
い
う
問
題
領
域
』（
創
言
社
、
２
０
０
８
年
）
で
あ
っ
た
。
原
爆
文
学

に
お
け
る
「
正
典
化
」
の
欲
望
と
構
造
を
解
析
し
、
川
口
は
「
原
爆
文
学
（
史
）

の
起
源
に
は
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
欲
望
が
充
填
さ
れ
て
い
る
」
と
し
た
。

異
な
っ
た
地
点
か
ら
の
発
言
も
み
ら
れ
、
ジ
ョ
ン
・
Ｗ
・
ト
リ
ー
ト
『
グ

ラ
ウ
ン
ド
・
ゼ
ロ
を
書
く
』（W

riting
G
round

Z
ero,

1995,
T
he
U
niversity

of

C
hicago

P
ress

）
は
、
原
民
喜
、
大
田
洋
子
、
大
江
健
三
郎
、
井
伏
鱒
二
、

小
田
実
ら
の
作
品
を
分
析
し
、
「
生
存
者
に
よ
る
事
実
の
報
告
」

→
「
被

爆
者
を
取
り
巻
く
文
化
を
描
き
出
し
た
小
説
」

→
「
「
核
時
代
」
の
不
安

に
か
か
わ
る
よ
う
な
、
主
流
的
な
文
学
」
と
い
う
推
移
を
指
摘
し
た
。
ま
た
、

長
崎
に
み
ら
れ
る
「
周
辺
化
や
迫
害
の
伝
統
的
な
様
式
の
下
に
横
た
わ
る
も

の
」
の
影
響
も
論
じ
た
。

他
方
、
米
山
リ
サ
『
広
島

記
憶
の
ポ
リ
テ
ィ
ク
ス
』（
岩
波
書
店
、
２
０
０

５
年
）
は
、
「
核
の
普
遍
主
義
」
と
「
歴
史
的
、
構
造
的
な
特
異
性
の
承
認
を

求
め
る
声
」
と
の
「
摩
擦
」

―
「
普
遍
主
義
と
特
殊
主
義
の
相
互
補
完
性
」

の
批
判
を
お
こ
な
う
。「「
証
言
者
」
や
「
語
り
部
」
と
し
て
自
己
を
同
定
す
る
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こ
と
で
、
語
り
手
は
移
り
変
わ
っ
て
い
く
相
互
の
影
響
や
重
な
り
合
う
社
会
的

諸
関
係
の
な
か
で
、
自
身
の
主
体
の
位
置
を
表
明
し
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
」
と
主
張
す
る

―
「
し
か
し
な
が
ら
こ
の
プ
ロ
セ
ス
は
、

何
を
証
言
す
る
の
か
、
誰
の
た
め
に
証
言
す
る
の
か
、
そ
し
て
な
ぜ
証
言
す
る

の
か
に
つ
い
て
の
新
し
い
理
解
を
と
も
な
う
も
の
だ
っ
た
」。

有
末
賢
は
、
こ
う
し
た
米
山
に
対
し
、
「
証
言
者
の
「
被
爆
体
験
」
そ
の

も
の
よ
り
も
、
「
そ
の
事
実
を
ど
の
よ
う
に
語
る
の
か
」
「
ど
の
よ
う
な
ニ
ュ

ア
ン
ス
」
で
聴
衆
に
伝
わ
る
の
か
」
に
着
目
し
て
い
る
、
と
論
じ
て
い
る
（
浜

日
出
夫
・
有
末
賢
・
竹
村
英
樹
『
被
爆
者
調
査
を
読
む
』
慶
応
義
塾
大
学
出
版
会
、

２
０
１
３
年
）
。
こ
う
し
た
、
原
爆
―
原
爆
文
学
の
語
り
の
再
検
証
の
営
み

に
、
私
は
「
長
い
１
９
７
０
年
代
」
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
り
、
参
画
し
た

い
。
本
稿
は
そ
の
た
め
の
最
初
の
試
み
で
あ
る
。

１

福
田
須
磨
子
『
わ
れ
な
お
生
き
て
あ
り
』（
筑
摩
書
房
、
１
９
６
８
年
）

長
い
１
９
７
０
年
代
は
、
「
証
言
」
と
「
調
査
」
の
時
代
で
あ
っ
た
、
と

あ
ら
た
め
て
い
い
う
る
。
た
と
え
ば
、
秋
月
辰
一
郎
、
鎌
田
定
夫
、
内
田
伯

ら
に
よ
る
「
長
崎
の
証
言
の
会
」
が
１
９
６
８
年
に
発
会
し
て
お
り
、
『
長

崎
の
証
言
』（
年
刊
、
１
０
冊
、
１
９
６
９
年
―
）
、『
季
刊

長
崎
の
証
言
』（
１

２
冊
、
１
９
７
８
年
―
）
、『
ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ
ガ
サ
キ
の
証
言
』（
広
島
と
連
携
。

季
刊
、
２
１
冊
、
１
９
８
２
年
―
）
、
『
証
言
―
ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ
ガ
サ
キ
の
声
』

（
年
刊
、
１
９
８
７
年
―
）
な
ど
を
刊
行
し
て
い
た
。

さ
ら
に
、
広
島
・
長
崎
の
証
言
の
会
編
『
広
島
・
長
崎
３
０
年
の
証
言
』

（
上
下
、
未
来
社
、
１
９
７
５
―
７
６
年
）
、
鎌
田
定
夫
編
『
ナ
ガ
サ
キ
の
証

言
』（
青
木
書
店
、
１
９
７
９
年
）
、
『
被
爆
朝
鮮
人
・
韓
国
人
の
証
言
』（
朝
日

新
聞
社
、
１
９
８
２
年
）
な
ど
も
出
さ
れ
る
。

民
間
の
動
き
に
対
し
、
官
の
側
で
の
動
き
も
あ
り
、
厚
生
省
原
子
爆
弾
被

害
者
実
態
調
査
が
な
さ
れ
（
１
９
６
５
年
）
、
広
島
班
（
隅
谷
三
喜
男
、
中
鉢

正
美
）
、
長
崎
班
（
石
田
忠
）
と
し
て
活
動
を
お
こ
な
っ
た
。
し
か
し
、
構
成

員
は
そ
れ
ぞ
れ
に
こ
の
調
査
（
「
４
０
年
調
査
」
と
よ
ば
れ
る
）
に
不
満
を
も

ち
、
批
判
す
る
。

１
９
７
０
年
代
―
「
証
言
の
時
代
」
は
、
こ
う
し
て
、
被
爆
者
の
証
言
の

「
正
統
性
」
、
証
言
が
も
つ
「
真
実
性
」
、
証
言
の
力
の
確
認
と
確
立
が
な
さ

れ
て
い
く
時
期
と
な
る
。

こ
う
し
た
な
か
、
こ
こ
で
は
、
福
田
須
磨
子
に
着
目
し
た
い
。
１
９
２
２
年

生
ま
れ
の
「
戦
中
派
」
で
あ
る
福
田
は
、
い
く
つ
も
の
文
章
を
残
し
て
い
る
。

な
か
で
も
、
み
ず
か
ら
の
「
証
言
」
―
記
録
と
し
て
、『
わ
れ
な
お
生
き
て
あ

り
』（
筑
摩
書
房
）
を
、
１
９
６
８
年
に
刊
行
し
て
お
り
、
同
書
は
広
く
読
ま
れ

る
作
品
と
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
同
書
を
軸
に
考
察
し
て
み
よ
う
。

『
わ
れ
な
お
生
き
て
あ
り
』
は
三
部
構
成
を
も
ち
、
福
田
の
被
爆
―
原
爆
投

下
の
瞬
間
と
そ
の
後
、
さ
ら
に
そ
の
後
の
福
田
の
生
活
史
と
、
運
動
へ
の
参
加

が
叙
述
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
ち
く
ま
文
庫
版
を
使
用
し
、
行
論
に
必
要

な
限
り
で
内
容
を
見
て
い
く
。
ま
ず
、【
第
一
部
】
は
１
９
４
５
年
８
月
９
日
を

軸
と
す
る
日
録
―
被
爆
記
と
な
っ
て
お
り
、
惨
状
、
救
護
の
様
相
が
記
さ
れ
る
。

【
第
一
部
】
の
冒
頭
は
、
「
原
爆
の
長
崎
」
と
し
て
、
福
田
は
自
ら
の
生

い
立
ち
か
ら
記
す
。
長
崎
の
商
家
の
娘
と
し
て
生
ま
れ
た
福
田
だ
が
、
１
９

４
５
年
８
月
９
日
は
、
長
崎
男
子
師
範
学
校
の
会
計
課
の
課
員
と
し
て
迎
え

て
い
る
（
「
徴
用
逃
れ
」
と
自
ら
言
う
）
。
む
ろ
ん
８
月
９
日
が
記
述
の
中
心

で
あ
り
、
こ
の
日
を
基
準
に
前
後
の
日
が
、
意
味
づ
け
ら
れ
る
。
そ
の
規
定
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と
記
述
の
量
と
を
合
わ
せ
見
て
お
け
ば
、
以
下
の
と
お
り
と
な
る
。

８
月
８
日
（
「
そ
の
前
日
」
７
ｐ
）
、
８
月
９
日
（
「
原
爆
投
下
の
日
」
１
５
ｐ
、

６
時
４
０
分
、
７
時
２
０
分
、
１
０
時
５
０
分
、
１
１
時
と
小
刻
み
に
時
間
も
記

す
。
負
傷
者
の
惨
状
を
描
写
す
る
が
、
「
臭
い
」
を
書
き
と
め
る
）
、
８
月
１
０
日

（
「
そ
の
翌
日
」
１
４
ｐ
）
、
８
月
１
１
日
（
そ
の
二
日
目
８
ｐ
）
、
８
月
１
２
日

（
「
原
爆
投
下
か
ら
３
日
目
」
４
ｐ
）
。

８
月
１
２
日
午
後
以
降
、
「
大
村
海
軍
病
院
」
の
項
を
た
て
て
か
ら
は
、

こ
れ
ま
で
の
時
間
的
記
述
が
、（
病
院
と
い
う
）
空
間
の
記
述
と
な
る
。
８
月

１
３
日
に
は
、
被
災
し
た
自
家
の
物
品
が
盗
ま
れ
、
そ
の
こ
と
に
触
れ
「
持

っ
て
行
っ
た
者
は
、
私
と
同
じ
日
本
人
で
あ
ろ
う
」
「
敵
国
人
と
い
う
な
ら

話
も
わ
か
る
が
、
日
本
人
同
胞
か
ら
、
そ
ん
な
目
に
あ
わ
さ
れ
よ
う
と
は
！
」

と
書
き
つ
け
る
。
な
お
、
『
わ
れ
な
お
生
き
て
あ
り
』
に
は
、
朝
鮮
人
被
爆

者
の
姿
が
書
き
と
め
ら
れ
て
い
る
。
注
意
を
払
っ
て
お
き
た
い
。

【
第
二
部
】
は
、
１
９
４
６
年
２
月
―
５
２
年
１
０
月
く
ら
い
ま
で
の
「
漂

流
」
の
時
期
の
記
述
が
な
さ
れ
る
。
「
漂
流
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
の
も
と
、

「
い
き
な
り
原
爆
に
よ
っ
て
、
一
切
の
も
の
を
失
い
、
住
む
家
も
焼
か
れ
て
、

丸
裸
同
然
の
姿
で
、
世
間
と
い
う
荒
波
の
中
に
投
げ
こ
ま
れ
て
し
ま
っ
た
の

で
あ
る
」
と
い
う
経
験
が
記
さ
れ
る
。
「
一
介
の
漂
流
物
に
す
ぎ
な
い
」
と

い
う
認
識
を
、
福
田
は
書
き
と
め
る
。

「
焦
燥
と
不
安
」
を
も
ち
、
Ｈ
小
父
の
も
と
で
の
（
姉
と
と
も
に
）
農
家

暮
ら
し
を
お
こ
な
っ
て
い
た
が
、
１
９
４
６
年
３
月
、
福
田
は
姉
と
と
も
に

Ｈ
小
父
の
家
を
出
て
、
長
崎
に
い
く
。
姉
は
、
雲
仙
の
観
光
ホ
テ
ル
に
い
こ

う
と
す
る
が
、
福
田
に
は
「
反
米
感
情
」
が
あ
り
、
姉
の
雲
仙
行
き
を
押
し

と
ど
め
、
自
身
は
警
察
代
書
事
務
部
に
勤
務
す
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
綴
ら
れ
る
。

同
年
６
月
に
「
全
身
に
ひ
ど
い
疲
れ
」
「
体
が
だ
る
い
の
で
一
日
中
ご
ろ
ご

ろ
と
寝
て
ば
か
り
い
た
」
と
い
い
、
脱
毛
と
衰
弱
―
原
爆
症
を
示
唆
す
る
記

述
が
登
場
す
る
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
原
爆
に
よ
る
身
体
的
な
被
害
が
こ
の

証
言
の
柱
の
ひ
と
つ
と
な
っ
て
い
る
。

「
原
子
病
！

原
子
病
！
」
病
院
を
出
て
か
ら
、
ず
っ
と
そ
の
声
が

追
い
か
け
て
く
る
」
「
す
れ
違
う
人
は
み
な
、
私
と
同
じ
日
本
人
な
の

に
、
ま
る
で
言
葉
の
通
じ
な
い
異
国
を
、
た
っ
た
一
人
で
さ
ま
よ
っ
て

い
る
よ
う
な
錯
覚
に
お
そ
わ
れ
た
。

こ
の
時
期
、
福
田
は
長
崎
の
「
常
盤
町
無
番
地
帯
」
に
住
み
、「
ア
ネ
ゴ
」

時
代
を
送
っ
て
い
た
。
１
９
４
６
年
９
月
、
朝
鮮
人
（
「
張
本
」
）
の
営
む
古

物
店
に
勤
め
、
屋
台
店
の
ヤ
ミ
屋
に
従
事
す
る
。
こ
の
あ
た
り
の
叙
述
は
生

き
生
き
と
し
て
お
り
、
無
頼
派
と
し
て
の
生
活
が
活
写
さ
れ
る
。
１
９
４
７

年
６
月
、
大
金
を
扱
う
も
の
た
ち
を
見
て
「
私
は
真
面
目
に
働
く
意
欲
を
失

っ
て
し
ま
っ
た
」
と
記
さ
れ
る
が
、
波
乱
の
生
活
で
、
ブ
ロ
ー
カ
ー
を
生
業

と
す
る
な
か
、
多
く
の
居
候
た
ち
を
抱
え
て
い
た
。

【
第
三
部
】
で
記
さ
れ
る
の
は
、
１
９
５
３
年
４
月
以
降
の
福
田
の
行
動

で
あ
り
、
「
抵
抗
」
へ
の
飛
躍
、
被
爆
者
と
し
て
の
「
自
覚
」

―
す
な
わ

ち
、
政
治
へ
の
関
心
と
関
与
を
も
つ
こ
と
で
あ
る
。
「
政
治
」
へ
の
参
加
―

「
詩
と
仲
間
た
ち
」
と
の
出
会
い
―
「
原
爆
症
」
の
自
覚
、
と
い
う
三
つ
の

こ
と
が
ら
が
わ
か
ち
難
く
結
び
つ
き
、
こ
の
三
者
が
福
田
の
生
活
の
軸
と
な

り
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
福
田
の
生
活
も
大
き
く
変
わ
っ
て
く
る
。

「
政
治
」：

ビ
キ
ニ
水
爆
実
験
の
被
曝
（
１
９
５
４
年
）
に
よ
る
目
ざ
め

（
自
覚
）
と
、
１
９
５
５
年
の
「
飛
躍
」
が
、
ま
ず
は
記
さ
れ
る
。
い
く
ら

か
長
文
で
あ
る
が
、
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昭
和
二
十
九
年
三
月
一
日
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
第
五
福
竜
丸
が
ビ
キ

ニ
で
被
災
し
た
の
で
あ
る
。
今
ま
で
何
と
な
く
ブ
ス
ブ
ス
く
す
ぶ
っ

て
い
た
私
の
中
の
何
か
が
、
一
ぺ
ん
に
燃
え
上
が
る
の
を
覚
え
た
。

私
を
苦
し
ま
せ
た
病
気
も
貧
乏
も
不
安
も
決
し
て
た
だ
そ
れ
だ
け
の

も
の
で
は
な
か
っ
た
の
だ
。
し
か
し
今
ま
で
は
そ
れ
が
何
か
私
に
は

は
っ
き
り
つ
か
め
な
か
っ
た
。
今
、
私
の
目
の
前
に
、
今
ま
で
も
や

も
や
し
て
い
た
も
の
が
は
っ
き
り
し
た
形
に
な
っ
て
現
わ
れ
て
来
た

の
で
あ
る
。
私
の
苦
し
み
は
原
爆
に
通
じ
て
い
た
の
だ
。
そ
し
て
そ

れ
は
二
度
と
繰
り
返
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
私
が
目

を
そ
ら
し
、
対
決
を
避
け
て
い
た
原
爆
の
姿
が
、
ま
た
牙
を
む
い
て

し
か
も
ま
た
日
本
人
の
上
に
襲
い
か
か
っ
た
の
だ
。
私
の
心
の
中
に

形
を
と
り
は
じ
め
た
も
の
は
怒
り
で
あ
っ
た
。
こ
の
不
当
な
事
件
に

対
す
る
言
い
よ
う
も
な
い
怒
り
で
あ
っ
た
。
私
は
そ
の
怒
り
に
幾
晩

も
眠
れ
な
い
日
が
続
い
た

と
記
し
て
い
る
。
記
述
は
「
原
爆
を
作
る
人
た
ち
」
を
「
大
量
殺
人
を
企
て

る
人
た
ち
」
と
し
、
彼
ら
へ
の
「
憎
悪
の
固
ま
り
」
を
記
す
一
方
、
自
ら
の

生
活
苦
を
語
る
よ
う
に
も
な
る

―
「
社
会
機
構
の
ひ
ず
み
や
そ
の
し
わ
寄

せ
は
み
な
私
た
ち
下
層
階
級
を
ね
ら
っ
て
押
し
寄
せ
て
来
る
よ
う
で
あ
る
」
。

「
詩
と
仲
間
た
ち
」：

原
爆
へ
の
自
覚
を
も
つ
に
い
た
っ
た
福
田
は
、
詩
を

書
き
始
め
る
。
１
９
５
５
年
８
月
、
「
ひ
と
り
ご
と
」
を
『
朝
日
新
聞
』
「
ひ

と
と
き
」
欄
に
投
稿
し
、
そ
こ
か
ら
あ
ら
た
な
世
界
を
獲
得
し
て
い
く
。
も

っ
と
も
、
福
田
は
「
そ
の
こ
ろ
の
私
は
、
明
け
て
も
暮
れ
て
も
自
殺
す
る
事

を
考
え
て
い
た
」
と
い
い
、
「
絶
望
感
」
の
な
か
で
、
「
死
、
以
外
に
安
楽
の

世
界
は
な
い
」
と
確
信
し
て
い
た
と
述
べ
る
。
そ
こ
に
は
、
「
原
爆
症
」
が

大
き
く
影
を
落
と
し
て
い
た
。

「
原
爆
症
」：

福
田
は
、
１
９
５
５
年
４
月
、
エ
リ
テ
マ
ト
ー
デ
ス
（
紅

斑
症
）
を
発
症
す
る
。
高
熱
、
食
欲
不
振
の
も
と
、
「
夜
眠
る
時
、
こ
の
ま

ま
永
遠
に
眠
っ
て
い
ま
す
よ
う
に
と
、
そ
れ
だ
け
を
願
う
私
で
あ
っ
た
」
。

「
私
は
「
原
爆
患
者
」
と
し
て
治
療
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。
原
爆
患
者

と
い
う
お
そ
ろ
し
い
烙
印
が
べ
っ
た
り
押
さ
れ
た
よ
う
で
あ
っ
た
」
。
「
そ
の

世
界
は
、
普
通
の
人
間
と
し
て
の
歓
び
や
人
並
な
希
望
を
抱
く
こ
と
を
拒
絶

さ
れ
、
黒
く
塗
り
こ
め
ら
れ
た
絶
望
と
孤
独
の
世
界
な
の
で
あ
る
」
「
今
ま

で
の
生
活
も
こ
の
意
識
か
ら
逃
げ
る
た
め
の
闘
い
の
連
続
で
あ
っ
た
と
言
え

よ
う
。
だ
が
烙
印
を
押
さ
れ
た
私
に
は
も
う
逃
げ
場
が
な
い
。
誰
に
も
救
い

を
求
め
る
こ
と
も
出
来
な
い
。
な
ぜ
、
私
の
体
は
原
爆
と
い
う
悪
魔
に
魅
入

ら
れ
呪
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
」
と
、
「
原
爆
患
者
」
と
い
う
意
識
を
書
き

つ
け
る
よ
う
に
も
な
る
。
体
調
の
不
良
は
す
で
に
散
見
し
て
い
た
が
、
こ
の

時
期
に
は
は
っ
き
り
と
意
識
し
書
き
と
め
る
。

死
（
自
ら
の
症
状
と
治
療
法
に
つ
い
て
詳
細
に
記
し
て
い
く
）
と
詩
（
外
部
と

の
接
触
を
も
た
ら
す
）
が
、
福
田
の
世
界
で
あ
っ
た
。

こ
う
し
た
な
か
で
、
福
田
の
「
自
覚
」
が
記
さ
れ
る
。
「
生
き
る
と
は
、

か
く
も
き
び
し
い
も
の
で
あ
っ
た
の
か
。
生
き
る
と
は
、
不
可
能
を
可
能
に

さ
せ
る
魂
の
闘
い
で
あ
っ
た
の
か
。
は
じ
め
て
目
が
覚
め
た
よ
う
な
思
い
で

あ
っ
た
。
…
…
私
は
自
分
の
い
い
加
減
な
生
き
方
が
、
恥
ず
か
し
く
な
っ
た
」
。

「
今
ま
で
人
生
と
い
う
も
の
を
真
剣
に
考
え
て
み
た
事
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
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か
」
と
い
い
、
「
長
崎
生
活
を
つ
づ
る
会
」
（
１
９
５
５
年
５
月
創
立
）
と
接

触
し
、
詩
集
の
刊
行
を
お
こ
な
っ
て
い
く
。

福
田
に
お
い
て
、
「
自
覚
と
つ
い
て
ま
わ
る
原
爆
症
の
生
活
」
「
政
治
と
代

表
制
と
記
述
」
が
一
体
と
な
り
、
こ
の
総
体
と
し
て｢

証
言｣

と
し
て
、
『
わ

れ
な
お
生
き
て
あ
り
』
が
綴
ら
れ
る
。

そ
の
な
か
で
、
被
爆
者
の
患
者
「
津
山
の
死
」
は
、
重
い
意
味
を
も
つ
出

来
事
と
し
て
書
き
つ
け
ら
れ
る

―
「
も
し
被
爆
者
の
完
全
な
援
護
法
が
制

定
さ
れ
て
い
た
な
ら
、
あ
た
ら
若
い
生
命
を
失
う
こ
と
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う

に

―
。
私
は
数
十
万
の
人
間
を
瞬
時
に
殺
傷
し
た
原
爆
が
、
十
二
年
た
っ

た
今
も
な
お
後
遺
症
で
人
を
苦
し
め
、
と
ど
の
つ
ま
り
は
生
命
を
奪
う
強
い

力
を
持
っ
て
い
る
こ
と
を
、
あ
ら
た
め
て
思
い
知
ら
せ
た
の
で
あ
る
」
。

そ
し
て
福
田
は
、
「
津
村
」
が
「
ひ
び
の
は
い
っ
た
弱
い
斧
」
で
立
ち
向

か
お
う
と
し
た
の
は
、
①
「
巨
大
な
き
の
こ
雲
」
、
②
「
そ
れ
を
生
産
し
た

現
代
科
学
の
叡
智
」
、
③
「
そ
れ
は
そ
れ
を
人
間
の
上
に
実
験
し
よ
う
と
し

た
一
か
た
ま
り
の
悪
魔
の
群
」
、
④
「
傷
つ
い
た
人
間
を
助
け
よ
う
と
も
し

な
い
日
本
政
府
の
怠
慢
」
、
⑤
「
破
壊
さ
れ
た
も
の
が
何
で
あ
る
か
を
知
ろ

う
と
も
し
な
い
世
界
の
人
び
と
の
無
知
」
で
あ
る
と
し
た
。

「
津
山
の
死
は
ビ
キ
ニ
事
件
で
深
く
私
の
心
に
沈
ん
で
い
た
も
の
を
よ
み

が
え
ら
せ
、
引
っ
張
り
出
し
た
」

―
「
「
私
に
課
せ
ら
れ
た
も
の
、
私
で

な
い
と
出
来
な
い
も
の
、
そ
れ
は
被
爆
者
問
題
を
世
に
訴
え
る
こ
と
で
あ
り
、

戦
争
を
な
く
す
努
力
を
す
る
こ
と
で
あ
る
」
。

自
己
の
役
割
を
、
あ
ら
た
め
て
福
田
は
自
覚
し
た
、
と
す
る
。
だ
が
、
そ

う
い
う
端
か
ら
の
生
活
苦
で
「
一
日
一
日
が
飢
え
と
の
闘
い
で
あ
っ
た
。
例

の
関
節
の
激
痛
は
相
変
わ
ら
ず
私
を
苦
し
め
て
い
た
」
。

か
く
し
て
、
【
第
三
部
】
で
は
、
自
覚
の
背
景
―
組
織
―
政
治
が
綴
ら
れ
る

が
、
福
田
の
証
言
『
わ
れ
な
お
生
き
て
あ
り
』
の
特
徴
は
、
こ
こ
か
ら
一
気
に
、

あ
た
ら
し
い
人
間
関
係
（
サ
ー
ク
ル
仲
間
、「
梅
田
さ
ん
を
は
じ
め
多
く
の
人
た
ち

の
厚
情
」）
が
記
さ
れ
る
こ
と
に
あ
る
。
生
活
を
と
も
に
す
る
「
岩
下
」
と
の
確

執
は
あ
る
が
、
あ
ら
た
な
仲
間
た
ち
は
、
政
治
向
き
の
こ
と
（
第
四
回
原
水
禁

世
界
大
会
に
参
加
し
、「
自
分
自
身
が
世
界
に
通
じ
て
い
る
こ
と
を
開
眼
さ
せ
て
く
れ

た
」

―
「
当
時
は
砂
川
問
題
、
百
里
カ
原
基
地
問
題
、
沖
縄
の
問
題
で
世
の
中
は

騒
が
し
か
っ
た
。
私
自
身
、
少
し
ず
つ
被
爆
者
の
問
題
を
通
じ
て
政
治
問
題
に
も
目

を
向
け
て
い
た
が
、
自
分
が
い
か
に
小
さ
な
殻
に
閉
じ
こ
も
っ
て
い
た
か
、
ま
っ
た

く
井
の
中
の
蛙
、
大
海
を
知
ら
ず
で
あ
っ
た
」）
に
関
心
を
寄
せ
、
参
加
し
て
い
く
。

『
わ
れ
な
お
生
き
て
あ
り
』
は
、
原
爆
体
験
の
記
述
か
ら
、
「
漂
流
」
と

い
う
過
程
を
経
て
、
い
ま
や
政
治
に
目
覚
め
た
福
田
が
生
き
生
き
と
活
動
す

る
内
容
へ
と
推
移
す
る

―
「
サ
ー
ク
ル
の
連
中
と
は
政
治
問
題
や
社
会
問

題
に
つ
い
て
話
し
合
っ
た
り
、
ど
こ
か
で
大
会
が
あ
る
と
人
形
を
持
っ
て
行

っ
て
売
っ
て
も
ら
っ
た
り
し
た
」
。

そ
し
て
、
１
９
５
９
年
「
広
島
で
開
か
れ
た
原
水
禁
大
会
の
報
道
も
、
私

に
は
納
得
い
か
ぬ
事
が
多
か
っ
た
。
ど
う
も
私
た
ち
被
爆
者
の
願
い
か
ら
少

し
ず
れ
た
と
こ
ろ
で
揺
れ
動
い
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
て
な
ら
な
か
っ
た
。

私
は
全
国
の
被
爆
者
た
ち
が
も
っ
と
強
く
な
ら
な
け
れ
ば
原
水
禁
運
動
が
正

し
く
発
展
し
て
い
か
な
い
の
で
は
な
い
か
と
真
剣
に
考
え
る
よ
う
に
な
っ

た
」
と
も
語
る
。

福
田
は
、
実
践
的
に
動
き
、
こ
の
時
期
に
は
「
地
域
単
位
の
組
織
」
を
つ

く
っ
た
よ
う
で
も
あ
る
。
さ
ら
に
は
、
の
ち
１
９
６
０
年
２
月
「
毎
日
の
よ

う
に
安
保
条
約
を
め
ぐ
る
報
道
が
流
れ
て
い
た
。
日
本
全
国
が
揺
れ
動
い
て

い
る
感
じ
で
あ
っ
た
が
、
私
に
は
ま
る
で
遠
い
感
じ
」
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
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退
院
後
、
新
安
保
条
約
が
５
月
１
９
日
を
経
て
、
成
立
す
る
な
か
、
「
私
は

街
頭
に
立
っ
て
「
こ
れ
で
い
い
の
で
す
か
、
皆
さ
ん
！
」
と
呼
び
か
け
た
い

気
持
を
押
さ
え
か
ね
て
い
た
」
と
い
う
。

同
時
に
、
「
原
爆
症
」
に
よ
る
体
調
不
調
の
記
述
も
増
え
る
。
１
９
５
９

年
１
０
月
、
福
田
は
原
爆
病
院
に
再
入
院
す
る
。
福
田
は
、
そ
こ
で
の
患
者

の
会
の
不
活
発
に
が
っ
か
り
し
、
「
ど
ろ
ん
と
よ
ど
ん
だ
よ
う
な
空
気
が
充

満
し
て
い
て
、
そ
れ
が
知
ら
ぬ
間
に
人
の
心
を
蝕
ん
で
い
く
よ
う
で
あ
っ
た
」

と
記
す
ま
で
に
な
っ
た
。

こ
れ
以
降
、
福
田
は
、
自
ら
の
生
を
制
約
す
る
「
原
爆
症
」
に
つ
い
て
多

く
記
述
す
る
。
月
に
一
回
は
原
爆
病
院
に
通
い
、
「
体
さ
え
丈
夫
で
あ
っ
た

ら
、
こ
ん
な
泣
き
ご
と
も
言
わ
ず
」
に
い
ら
れ
た
が
、
「
原
爆
症
の
た
め
に

一
生
涯
私
が
苦
し
む
ば
か
り
で
な
く
、
私
の
身
近
に
い
る
人
間
た
ち
の
人
生

ま
で
苦
し
ま
せ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
私
は
自
分
の
体
を
呪
っ
た
」
と
述
べ
る
。

１
９
６
２
年
１
１
月
に
は
、
４
回
目
の
入
院
を
し
、
「
病
気
と
の
闘
い
は

私
の
常
態
だ
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
病
気
と
の
闘
い
は
自
分
の
魂
の
闘

い
で
あ
る
」
と
考
え
る
に
至
っ
て
い
る
。
「
私
は
今
、
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ

い
ろ
い
ろ
な
仕
事
を
持
っ
て
い
る
の
だ
。
そ
れ
を
果
た
す
た
め
に
病
気
を
手

な
ず
け
な
が
ら
生
き
ね
ば
な
ら
な
い
の
だ
」
。

こ
う
し
た
福
田
に
と
り
、
１
９
６
４
年
３
月
、
「
ビ
キ
ニ
集
会
を
め
ぐ
っ
て

全
国
各
地
の
原
水
協
は
混
乱
を
き
た
し
、
夏
の
原
水
禁
世
界
大
会
は
二
つ
に
分

か
れ
て
開
か
れ
る
と
い
う
」「
被
爆
者
の
私
に
は
ど
う
考
え
て
も
納
得
出
来
な

い
重
大
な
問
題
で
あ
っ
た
」。「
小
さ
な
力
を
捧
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
東

京
に
行
く
が
、
高
熱
を
出
す
。
病
が
す
ぐ
に
あ
ら
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

い
ま
ひ
と
つ
、
こ
の
時
期
の
福
田
に
と
り
、
重
要
な
こ
と
が
あ
る
。
記
録

す
る
こ
と
＝
代
表
す
る
こ
と
へ
の
自
覚
で
あ
る
。
（
こ
の
あ
た
り
か
ら
、
記
述

は
年
ご
と
の
ま
と
め
と
な
り
ゆ
き
）
１
９
６
５
年
に
「
手
が
動
く
う
ち
に
、
頭

が
も
う
ろ
く
し
な
い
う
ち
に
、
是
が
非
で
も
記
録
を
書
き
上
げ
よ
う
と
決
心

し
た
」
。
１
９
６
７
年
に
は
「
今
年
こ
そ
は
何
と
し
て
も
被
爆
者
援
護
法
を

か
ち
と
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
今
年
こ
そ
は
ど
ん
な
こ
と
が
あ
っ
て
も
原
爆
被

災
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
の
生
活
記
録
を
書
き
上
げ
ね
ば
な
ら
な
い
、
と
心

に
深
く
誓
っ
た
」
。
「
二
十
二
年
前
の
被
爆
当
時
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
、
不

安
と
絶
望
の
中
で
生
き
て
き
た
私
の
暗
い
歴
史
は
、
大
小
の
差
こ
そ
あ
れ
、

全
被
爆
者
の
歴
史
だ
か
ら
で
あ
る
」
と
、
使
命
感
を
持
ち
、
代
表
性
を
意
識

す
る
。
「
そ
れ
を
書
か
な
け
れ
ば
戦
争
と
原
爆
の
恐
ろ
し
い
実
態
を
人
々
に

わ
か
っ
て
も
ら
え
な
い
の
だ
」
。

そ
し
て
、
福
田
は
、
「
私
に
は
ま
だ
戦
争
が
終
っ
て
い
な
い
。
私
の
体
に

は
戦
争
が
な
ま
な
ま
し
く
烙
印
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
私
の
周
囲
の
人
た
ち

に
と
っ
て
も
戦
争
は
ま
だ
終
わ
っ
て
い
な
い
の
だ
」
と
書
き
つ
け
た
。

１
９
６
８
年
の
記
述
と
し
て
「
私
は
こ
の
ご
ろ
、
一
年
を
二
つ
に
わ
け
て

考
え
る
よ
う
に
な
っ
て
来
た
。
新
年
と
８
月
９
日
で
あ
る
。
新
し
い
年
を
迎

え
る
と
、
生
き
て
い
る
と
思
い
、
８
月
９
日
に
は
、
な
お
生
き
て
い
る
と
感

慨
を
新
た
に
す
る
の
で
あ
る
」
。
こ
の
想
い
に
よ
っ
て
、
証
言
の
表
題
が
「
わ

れ
な
お
生
き
て
あ
り
」
と
さ
れ
ゆ
く
こ
と
に
な
る
。

記
録
の
目
的
は
、
「
人
類
の
最
後
の
日
を
思
わ
せ
た
あ
の
出
来
事
を
地
獄

を
か
い
間
み
た
人
間
と
し
て
皆
に
知
ら
せ
る
の
が
私
の
義
務
」
で
あ
る
と
い

い
、
「
原
爆
に
よ
っ
て
百
八
十
度
の
転
換
を
余
儀
な
く
さ
せ
ら
れ
翻
弄
さ
れ

つ
づ
け
た
自
分
の
人
生
は
、
大
小
の
差
こ
そ
あ
れ
、
同
じ
運
命
を
背
負
わ
さ

れ
て
い
る
全
被
爆
者
の
問
題
と
し
て
、
不
当
な
取
り
扱
い
を
受
け
て
い
る
こ

と
を
皆
に
知
っ
て
も
ら
お
う
」
と
、
強
く
述
べ
る
。
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福
田
は
、
こ
の
【
第
三
部
】
の
時
期
、
数
々
の
政
治
的
文
章
を
書
い
て
い

る
。
『
原
子
野
に
て
』
に
所
収
さ
れ
た
文
章
を
み
る
と
、
「
私
は
父
や
母
の
死

を
犬
死
に
さ
せ
ぬ
た
め
に
も
、
そ
し
て
私
の
子
供
が
兵
隊
に
と
ら
れ
な
い
よ

う
に
す
る
た
め
に
も
、
断
乎
と
し
て
反
対
し
ま
す
。
も
う
悲
惨
な
戦
争
犠
牲

者
は
、
私
達
限
り
で
た
く
さ
ん
で
す
」
（
「
二
度
と
だ
ま
さ
れ
た
く
な
い
」
、
初

出
は
、
『
白
い
窓
』
１
９
６
０
年
）
な
ど
と
、
紋
切
り
型
の
文
章
が
多
い
。

し
か
し
、
そ
の
ク
リ
シ
ェ
の
背
後
に
込
め
ら
れ
た
重
み
こ
そ
、
こ
こ
で
は

み
て
と
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
政
治
的
文
章
は
紋
切
り
型
で
あ
る
が
、
そ
こ
に

至
る
過
程
を
踏
ま
え
る
と
紋
切
り
型
の
い
い
方
に
含
ま
れ
た
重
み
が
う
か
が

え
る
。
強
い
想
い
が
あ
る
だ
け
に
、
表
現
し
た
と
き
に
は
紋
切
り
型
に
行
き

つ
い
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
と
ば
を
換
え
れ
ば
、
『
わ
れ
な
お

生
き
て
あ
り
』
と
い
う
証
言
に
よ
り
、
ク
リ
シ
ェ
の
背
後
が
見
え
て
来
る
。

紋
切
り
型
の
文
章
の
背
景
が
、
証
言
に
よ
っ
て
照
ら
し
出
さ
れ
た
。

い
ま
ひ
と
つ
、
『
わ
れ
な
お
生
き
て
あ
り
』
に
は
、
の
ち
の
学
習
の
「
成

果
」
が
書
き
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
に
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
と
え

ば
、
ビ
キ
ニ
水
爆
の
記
述
で
あ
る
。
た
し
か
に
第
五
福
竜
丸
の
被
曝
は
３
月

１
日
で
あ
る
が
、
新
聞
に
報
道
さ
れ
、
人
び
と
が
そ
の
こ
と
を
知
る
の
は
数

週
間
後
の
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
福
田
は
３
月
１
日
に
知
っ
た
か
の
よ
う

に
記
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
『
わ
れ
な
お
生
き
て
あ
り
』
に
は
、
政
治
に

目
覚
め
た
地
点
か
ら
の
知
見
、
後
か
ら
調
べ
た
こ
と
が
書
き
込
ま
れ
て
い
る
。

サ
ー
ク
ル
の
仲
間
た
ち
の
な
か
で
の
開
花
が
あ
り
、
そ
の
時
点
か
ら
の
政
治

的
言
語
と
証
言
記
に
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

あ
え
て
い
え
ば
、
「
漂
流
」
の
個
所
の
文
体
と
逸
脱
の
面
白
さ
が
、
『
わ
れ

な
お
生
き
て
あ
り
』
で
は
際
だ
っ
て
い
る
。｢

被
爆
記｣

の
部
分
、
お
よ
び
政

治
的
文
章
と
の
差
異
が
あ
る
。
自
己
の
な
か
で
の
推
移
が
、
見
受
け
ら
れ
る
。

こ
う
し
た
福
田
に
特
筆
す
べ
き
こ
と
と
し
て
、
石
田
忠
ら
の
調
査
史
（
＝

生
活
史
グ
ル
ー
プ
）
と
接
点
を
有
す
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

２

石
田
忠
『
反
原
爆
』（
正
続
、
未
来
社
、
１
９
７
３
、
７
４
年
）

「
長
崎
被
爆
者
の
生
活
史
」
と
副
題
を
も
つ
『
反
原
爆
』
二
冊
、
お
よ
び
「
反

原
爆
論
集

Ⅰ
Ⅱ
」
と
い
う
『
原
爆
体
験
の
思
想
化
』
『
原
爆
被
害
者
援
護

法
』
（
未
来
社
、
１
９
８
６
年
）
二
冊
の
論
集
に
よ
っ
て
、
石
田
忠
の
営
み
を

た
ど
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
橋
大
学
で
教
鞭
を
と
っ
た
社
会
学
者
・
石
田
忠
の
営
み
が
、
被
爆
者
の

調
査
に
関
し
て
も
つ
重
み
は
、
大
き
な
も
の
が
あ
る
（
前
掲
、
浜
日
出
夫
・

有
末
賢
・
竹
村
英
樹
『
被
爆
者
調
査
を
読
む
』
、
濱
谷
正
晴
「
原
爆
被
害
者
問
題
の

社
会
調
査
史
」
、
石
川
敦
志
・
橋
本
和
孝
・
濱
谷
編
『
社
会
調
査
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書

房
、
１
９
９
４
年
、
濱
谷
『
原
爆
体
験
』
岩
波
書
店
、
２
０
０
５
年
、
な
ど
）
。

石
田
は
「
面
接
調
査
」
に
よ
り
、
証
言
を
練
り
上
げ
、
「
生
活
史
」
の
叙
述

に
よ
る
、
当
事
者
の
「
証
言
」
の
意
味
付
け
と
文
脈
づ
け
を
お
こ
な
っ
て
い

っ
た
。

石
田
は
「
被
爆
体
験
の
社
会
学
的
研
究
」
を
実
践
し
、
「
被
爆
者
の
生
活

と
意
識
の
調
査
」
に
よ
り
被
爆
者
の
「
〈
苦
悩
〉
」
を
解
析
し
、
原
爆
症
を
軸

に
据
え
た
考
察
を
お
こ
な
う
。
被
爆
者
が
抱
え
込
む
の
は
「
不
安
」
で
あ
り
、

「
孤
独
と
絶
望
と
不
信
」
で
あ
る
と
石
田
は
い
い
、
「
精
神
的
荒
廃
」

―

①
「
人
間
破
壊
の
過
程
の
分
析
」
＝
「
漂
流
」
、
②
「
立
ち
上
が
る
可
能
性

と
そ
の
契
機
と
な
る
べ
き
も
の
の
追
求
」
＝
「
抵
抗
」
と
し
て
分
析
し
た
（
「
原

爆
被
害
者
の
〈
立
場
〉
」
『
思
想
』
１
９
６
８
年
８
月
）
。

石
田
が
直
接
に
言
及
し
分
析
す
る
の
は
、
被
爆
者
で
あ
る
渡
辺
千
恵
子
と
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Ｍ
子
で
あ
る
が
、
こ
の
分
析
に
は
、
あ
き
ら
か
に
福
田
須
磨
子
の
影
響
も
み

て
と
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
の
ち
に
触
れ
よ
う
。

石
田
は
、
ま
ず
は
渡
辺
の
手
記
「
１
１
年
の
証
言
」
の
分
析
を
お
こ
な
う
（「「
原

爆
」
の
告
発
者
た
る
こ
と
に
よ
っ
て
彼
女
の
「
被
爆
体
験
」
は
一
つ
の
価
値
に
転
化

す
る
」
）
。
ま
た
、
別
の
被
爆
者
・
Ｍ
子
に
言
及
し
、
Ｍ
子
の
「
解
か
ね
ば
な
ら

な
い
問
題
」
を
「
Ｍ
子
さ
ん
に
か
わ
っ
て
解
明
す
る
」
こ
と
が
社
会
科
学
者
の

任
務
で
あ
る
と
す
る
。「
原
爆
被
害
者
の
問
題
＝
〈
苦
悩
〉
に
接
近
し
よ
う
と

す
る
社
会
科
学
者
は
、
自
ら
を
原
爆
被
害
者
の
〈
立
場
〉
に
お
く
よ
り
ほ
か
は

な
い
」
と
し
た
。
被
爆
者
に
な
り
代
わ
り
、
そ
の
論
理
を
た
ど
り
、「
思
想
の

枠
組
み
」
を
把
握
す
る
こ
と
を
、
社
会
科
学
者
の
課
題
と
し
た
。

こ
う
し
た
石
田
の
姿
勢
は
、
倫
理
と
分
か
ち
難
く
結
び
つ
い
て
い
る
。
石

田
は
、
「
社
会
調
査
家
の
〈
立
場
〉
」（
『
未
来
』
１
９
７
０
年
９
月
）
を
記
し
、

被
爆
者
が
、
被
爆
者
た
る
こ
と
を
否
定
す
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
確

認
の
上
に
立
っ
て
な
お
生
き
よ
う
と
す
る
時
、
被
害
者
に
と
っ
て
そ

れ
を
否
定
す
る
よ
り
ほ
か
は
な
い
対
象
の
中
に
己
の
〈
立
場
〉
が
含

ま
れ
て
い
る
こ
と
を
見
出
す
と
す
れ
ば
、
そ
の
時
こ
そ
社
会
調
査
家

の
緊
張
は
正
に
そ
の
全
存
在
を
包
む
も
の
と
な
る
。

と
述
べ
る
。「
〈
立
場
〉
」
を
重
視
す
る
石
田
で
あ
る
が
、
そ
の
「
〈
立
場
〉
」

が
具
体
的
で
あ
り
、
叙
述
的
で
あ
る
点
に
営
み
の
核
心
が
あ
る
。
「
自
ら
の

生
活
体
験
の
上
に
立
っ
て
問
題
を
定
式
化
し
、
こ
れ
に
対
す
る
説
明
を
探
求

し
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
生
き
る
こ
と
に
よ
っ
て
そ
れ
を
た
め
す
。
そ
し
て
問

題
が
た
て
直
さ
れ
、
説
明
が
あ
ら
た
め
ら
れ
、
そ
れ
は
再
び
生
活
に
よ
っ
て

た
め
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
歴
史
過
程
と
し
て
、
私
た
ち
は
、
被
爆
者
の
生

活
史
・
精
神
史
を
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
の
か
。
そ
れ
は
絶

え
間
な
き
問
題
追
求
の
過
程
で
あ
り
、
壮
烈
な
る
検
証
の
歴
史
で
あ
る
」
。

石
田
は
、
か
く
し
て
調
査
者
／
被
調
査
者
を
「
〈
立
場
〉
」
と
い
う
観
点
か

ら
把
握
し
、
前
者
が
後
者
の
「
〈
立
場
〉
」
に
身
を
置
く
こ
と
を
い
う
。
「
〈
立

場
〉
」
の
も
た
ら
す
緊
張
の
な
か
で
、
被
爆
者
の
「
生
活
史
」
を
再
構
成
す

る
。
「
全
体
と
し
て
の
被
爆
者
の
戦
後
史
」
を
構
想
し
、
石
田
は
、
ま
ず
は

ひ
と
り
ひ
と
り
の
「
被
爆
者
の
戦
後
史
」
を
描
く
の
で
あ
る
。
「
一
つ
の
生

活
史
」
を
書
く
こ
と
が
「
生
き
ら
れ
た
生
活
史
」
の
「
再
構
成
」
で
あ
り
、

そ
の
「
再
構
成
」
の
枠
組
み
は
、
「
原
爆
体
験
の
思
想
化
」
の
型
に
か
か
わ

る
も
の
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
、
と
さ
れ
る
（
「
原
爆
体
験
の
思
想
化
に
つ
い

て
」
『
長
崎
の
証
言
』
６
号
、
１
９
７
４
年
）
。

こ
と
ば
を
換
え
れ
ば
、
石
田
の
意
味
す
る
「
体
験
と
思
想
」
と
は
、
個
別

の
生
活
史
の
分
析
、
そ
れ
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
モ
デ
ル
の
抽
出
と
な
る
。

「
被
爆
者
一
人
ひ
と
り
の
体
験
は
、
そ
れ
を
一
つ
の
大
き
な
情
景
に
移
し
て

い
く
作
業
の
中
で
、
主
観
的
な
も
の
、
偶
然
的
な
も
の
が
捨
象
さ
れ
て
い
く
」

と
し
、
「
個
人
的
体
験
の
一
般
化
」
を
図
る
こ
と
が
、
石
田
の
叙
述
と
な
り

ゆ
く
（
「
体
験
と
思
想
」
『
常
緑
樹
』
３
２
号
、
１
９
７
４
年
）
。

と
と
も
に
、
明
示
的
に
は
語
ら
れ
て
い
な
い
が
、
石
田
は
、
量
的
収
集
に

よ
り
、
こ
の
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
の
認
識
を
も
つ
。

被
爆
者
が
自
ら
の
「
〈
立
場
〉
」
を
見
出
す
こ
と
と
の
あ
い
だ
に
緊
張
関
係

を
も
ち
、
「
一
人
ひ
と
り
の
体
験
」
を
「
一
つ
の
大
き
な
情
景
」
に
移
し
、

「
主
観
的
な
も
の
」
「
偶
然
的
な
も
の
」
を
「
捨
象
」
し
て
の
「
生
き
ら
れ

た
生
活
史
」
の
再
構
成
。
こ
う
し
た
、
１
９
７
０
年
代
の
社
会
科
学
者
と
し

て
の
石
田
の
認
識
と
方
法
は
、
同
時
期
に
展
開
さ
れ
て
い
た
、
歴
史
学
に
お
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け
る
民
衆
史
研
究
と
の
相
似
性
を
み
て
と
る
こ
と
が
出
来
る
（
民
衆
史
研
究

に
つ
い
て
は
、
と
り
あ
え
ず
、
成
田
龍
一
『
歴
史
学
の
ナ
ラ
テ
ィ
ヴ
』
校
倉
書
房
、

２
０
１
２
年
、
を
参
照
さ
れ
た
い
。
な
お
、
私
も
ま
た
、
記
述
者
の
「
〈
立
場
〉
」

を
重
視
し
て
お
り
、
そ
の
こ
と
は
『
歴
史
学
の
ポ
ジ
シ
ョ
ナ
リ
テ
ィ
』
校
倉
書
房
、

２
０
０
６
年
、
に
記
し
た
）
。

当
事
者
の
経
験
に
寄
り
添
い
、
当
事
者
に
な
り
代
わ
っ
て
叙
述
し
、
そ
の

経
験
の
意
味
を
解
析
す
る
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
、
民
衆
史
研
究
も
ま
た
、

た
く
さ
ん
の
「
民
衆
」
の
経
験
に
直
面
し
、
大
量
の
資
料
・
史
料
を
収
集
し

「
民
衆
の
痛
み
」
を
追
体
験
す
る
。

分
析
の
作
業
こ
そ
、
そ
れ
ぞ
れ
社
会
学
的
、
歴
史
学
的
な
こ
と
を
強
く
意

識
し
て
お
り
差
異
を
有
し
て
い
る
が
、
提
出
さ
れ
た
叙
述
は
、
双
方
と
も
に

当
事
者
の
物
語
と
し
て
い
る
。
石
田
も
民
衆
史
研
究
も
、
と
も
に
当
事
者
の

発
言
を
「
証
言
」
と
し
て
扱
う
点
も
共
通
し
て
い
る
。

１
９
７
０
年
前
後
の
経
験
の
記
述
と
し
て
、（
社
会
学
に
お
け
る
）
石
田
と
、

（
歴
史
学
に
お
け
る
）
民
衆
史
研
究
は
あ
ら
た
な
地
歩
を
築
い
て
い
た
。
「
証

言
」
の
社
会
学
と
「
証
言
」
の
歴
史
学
。
で
は
、
こ
の
石
田
と
、
福
田
須
磨

子
と
が
遭
遇
し
た
と
き
、
ど
の
よ
う
な
展
開
が
あ
っ
た
ろ
う
か
。

石
田
は
、
福
田
の
経
験
に
関
し
て
も
同
様
に
、
そ
の
「
定
式
化
」
を
探
る

が
、
福
田
の
ば
あ
い
は
、
自
ら
書
い
た
も
の
が
す
で
に
あ
り
、
福
田
自
身
の

解
釈
と
石
田
の
解
釈
と
の
相
克
と
な
る
。

石
田
は
、
『
わ
れ
な
お
生
き
て
あ
り
』
【
第
三
部
】
を
価
値
化
し
、
福
田
を

「
〈
漂
流
〉
の
型
か
ら
〈
抵
抗
〉
の
型
へ
の
移
行
」
と
し
て
把
握
す
る
。
実

際
に
は
、
【
第
二
部
】
が
面
白
く
重
要
で
あ
る
の
だ
が
、
石
田
は
そ
こ
に
は

目
を
向
け
な
い
…
…
。

こ
う
し
た
石
田
は
、
「
反
原
爆
の
〈
立
場
〉

―
福
田
須
磨
子
さ
ん
の
戦

後
史
」
（
『
反
原
爆
』
所
収
）
を
記
す
。
相
互
の
影
響
と
い
う
こ
と
を
考
え
た

と
き
、
こ
こ
に
は
微
妙
な
問
題
が
孕
ま
れ
る
。

す
な
わ
ち
、
石
田
に
よ
る
「
面
接
調
査
」
は
、『
わ
れ
な
お
生
き
て
あ
り
』

刊
行
の
前
で
あ
る
（
た
だ
、
福
田
は
、
す
で
に
同
書
を
書
き
上
げ
て
い
た
）
。『
生

き
る
』（
１
９
６
５
年
）
を
は
じ
め
と
す
る
、
い
く
つ
か
の
福
田
の
「
生
活
記

録
」
が
、
石
田
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
素
材
だ
が
、
「
反
原
爆
の
〈
立
場
〉
」

で
は
『
わ
れ
な
お
生
き
て
あ
り
』
も
用
い
て
い
る
。
他
方
、
福
田
が
石
田
と

接
触
し
た
こ
と
に
よ
り
、
『
わ
れ
な
お
生
き
て
あ
り
』
の
草
稿
を
修
正
し
た

か
ど
う
か

―
石
田
か
ら
影
響
を
受
け
た
か
否
か
は
、
い
ま
の
段
階
で
は
不

明
で
あ
る
。
今
後
の
調
査
に
待
ち
た
い
。

本
稿
で
は
、
石
田
の
論
考
は
、（
石
田
に
よ
る
）
福
田
須
磨
子
の
「
生
活
史
」

の
叙
述
と
な
り
、
生
活
記
録
の
再
構
成
と
な
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
こ
こ
に
「
証

言
」
の
力
学
を
探
っ
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

石
田
は
、（
先
述
の
よ
う
に
）
福
田
の
経
験
の
な
か
か
ら
「〈
漂
流
〉」
と
「〈
抵

抗
〉」
を
読
み
と
る
。
福
田
に
お
け
る
１
９
５
５
年
の
意
味
を
重
視
し
、
福
田

の
生
活
史
の
時
期
区
分
（
石
田
は
、
二
つ
に
区
分
）
を
お
こ
な
う
。
石
田
の
叙
述

は
、「〈
原
爆
〉」
は
、「〈
む
ご
い
死
〉
と
〈
む
ご
い
生
〉」
と
し
て
「〈
体
験
〉」

さ
れ
る

→
己
を
「
二
つ
の
自
我
」
に
引
き
裂
き
、
「
精
神
的
閉
塞
」
と
「
被

害
者
意
識
」
を
も
た
ら
す

→
自
ら
の
「〈
被
爆
者
的
存
在
性
〉」
の
克
服
の
ほ

か
に
、
「
〈
苦
悩
〉
」
か
ら
の
解
放
は
な
い
と
自
覚
す
る

→
「
〈
漂
流
〉」
か
ら

「〈
抵
抗
〉」
へ
の
「
飛
躍
」
が
な
さ
れ
る
、
と
の
把
握
と
な
る
。

石
田
は
、

福
田
さ
ん
と
「
鈴
本
」
、
そ
し
て
「
岩
下
」
と
の
三
人
の
世
界
の
生
成
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と
そ
の
崩
壊
の
歴
史
の
中
に
、
彼
女
の
戦
後
史
の
一
つ
の
契
機
を
析

出
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
す
れ
ば
、
い
ま
一
つ
の
契
機
は
福
田
さ
ん

が
被
爆
者
問
題
や
原
水
禁
運
動
に
か
か
わ
り
、
戦
後
二
十
年
の
生
活

記
録
を
完
成
さ
せ
る
過
程
の
中
に
、
こ
れ
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る

で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
二
つ
の
過
程
は
福
田
さ
ん
が
〈
原
爆
〉
と
の
た

た
か
い
の
な
か
で
描
い
た
死
と
回
生
の
軌
跡
に
他
な
ら
な
い
か
ら
で

あ
る
。

と
ま
と
め
て
い
く
。
家
族
形
成
の
試
み
と
挫
折
と
し
て
、｢

岩
下｣
｢

鈴
本｣

を
把
握
す
る
が
、
原
爆
は
家
族
・
地
域
を
破
壊
し
た
、
と
い
う
石
田
の
認
識

が
背
後
に
あ
る
。

同
時
に
、
石
田
は
、
「
〈
立
場
〉
の
絶
対
性
」
を
い
い
、
こ
こ
か
ら
「
〈
政

治
〉
」
が
肯
定
的
に
導
き
出
さ
れ
る

―
福
田
は
「
新
し
い
人
間
集
団
」
の

な
か
に
、
自
分
を
お
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
こ
に
お
け
る
「
「
自
分
」
の
も

つ
意
味
」
を
感
じ
と
る
こ
と
が
で
き
、
「
自
分
の
〈
立
場
〉
の
も
つ
意
味
」

を
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
た
、
と
石
田
は
福
田
を
描
く
。

そ
し
て
、
石
田
は
、
第
一
に
、
福
田
が
ま
ず
は
「
自
分
の
〈
現
実
〉」
を
そ

の
ま
ま
受
け
と
め
よ
う
よ
う
と
す
る
「
態
度
」
を
指
摘
す
る
。「
〈
現
実
〉
」
か

ら
目
を
そ
む
け
た
り
、
逃
げ
出
し
た
り
す
る
態
度
の
否
定
を
い
う
。
そ
し
て
、

第
二
に
「
自
分
の
社
会
的
役
割
の
認
識
」
を
福
田
が
も
つ
と
し
た
。「
自
分
が

置
か
れ
て
い
る
〈
立
場
〉
そ
れ
自
体
が
も
つ
意
味
の
自
覚
」
で
あ
り
、
さ
ら
に

「
両
者
の
間
の
関
係
」
を
福
田
は
意
識
し
て
い
る
と
考
察
す
る
。

こ
う
し
て
、
石
田
は
「
原
水
禁
大
会
」
は
も
は
や
福
田
に
と
り
「
外
の
世
界
」

の
こ
と
で
な
く
、「
内
面
」
と
結
び
つ
い
た
と
評
価
す
る
。
ま
た
、
福
田
は
「
生

き
る
不
安
と
苦
し
さ
の
現
実
」
が
、「
〈
政
治
〉」
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
と
知
っ
た
と
い
い
、
福
田
の
詩
集
『
ひ
と
り
ご
と
』
を
分
析
す
る
。

（
福
田
が
『
生
き
る
』
に
記
し
た
）
「
世
界
の
片
隅
に
追
い
や
ら
れ
て
い
る

姿
」
は
、
ま
さ
に
「
〈
政
治
〉
の
表
出
」
に
ほ
か
な
ら
ず
、
福
田
の
「
想
像

力
」
は
、
つ
い
に
「
〈
政
治
〉
」
を
と
ら
え
た
と
す
る
の
で
あ
る
。

被
爆
者
の
「
〈
苦
悩
〉
の
最
奥
」
は
「
自
ら
の
〈
原
爆
体
験
〉
の
意
味
を

確
定
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
」
で
あ
ろ
う
と
、
石
田
は
い
う
。

そ
の
ゆ
え
に
、
福
田
に
即
し
な
が
ら
、
石
田
は
さ
ら
に
、
こ
と
ば
を
重
ね
る

―
「
〈
現
実
世
界
〉
へ
の
〈
抵
抗
〉
」
と
は
、
「
〈
原
爆
体
験
〉
の
意
味
の

確
定
」
と
、
「
「
生
き
る
不
安
と
苦
し
さ
」
か
ら
の
解
放
」
と
が
、
同
時
に
可

能
と
な
る
よ
う
な
「
新
し
い
〈
現
実
世
界
〉
＝
社
会
体
制
へ
の
志
向
と
そ
の

模
索
」
で
あ
る
と
。
石
田
は
、
福
田
の
戦
後
史
―
「
〈
抵
抗
〉
」
に
、
こ
の
点

を
読
み
と
ろ
う
と
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
石
田
の
議
論
は
、
「
死
者
」
た
ち
と
の
関
係
に
及
ぶ
。
「
死
者
の

〈
立
場
〉
」
と
「
生
者
の
〈
立
場
〉
」
。
石
田
は
、
「
死
者
」
を
「
私
た
ち
生

者
」
は
い
か
に
と
ら
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
、
と
問
う
。
こ
の
問
い
を

踏
ま
え
ず
し
て
は
、
自
ら
の
思
想
の
「
体
系
的
完
成
」
は
で
き
な
い
と
い
う
。

福
田
が
い
う
「
原
爆
で
死
な
さ
れ
た
学
徒
た
ち
」
と
い
う
認
識
を
導
き
と
し
、

福
田
は
彼
ら
に
「
最
も
純
粋
な
被
爆
者
」
を
見
た
と
石
田
は
解
釈
す
る
。
す

な
わ
ち
、
彼
ら
の
「
問
い
」
こ
そ
「
被
爆
者
の
〈
立
場
〉
」
を
「
最
も
純
粋

に
表
出
す
る
」
と
福
田
は
考
え
た
と
い
い
、「
死
者
の
〈
立
場
〉
」
を
「
明
証
」

す
る
こ
と
に
よ
り
、
「
生
者
の
〈
立
場
〉
を
照
ら
し
出
す
」
と
し
た
。

「
死
者
の
〈
立
場
〉
」
を
追
究
し
て
い
っ
た
究
極
に
「
生
者
の
〈
立
場
〉
」

が
み
ら
れ
、
石
田
は
、
こ
れ
こ
そ
が
福
田
の
方
法
で
あ
る
と
す
る
。
「
何
故

「
僕
た
ち
」
は
か
く
も
「
む
ご
い
死
」
を
死
な
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
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か
、
と
い
う
「
学
徒
た
ち
」
の
声
は
、
何
故
私
た
ち
は
か
く
も
〈
む
ご
い
生
〉

を
生
き
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
、
と
い
う
生
存
被
爆
者
た
ち
の
声
と
、
こ

だ
ま
し
あ
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
」
と
す
る
の
で
あ
る
。

「
死
者
の
〈
立
場
〉
」
か
ら
照
ら
し
だ
さ
れ
る
「
生
者
の
〈
立
場
〉
」
は
、

当
事
者
と
そ
れ
に
な
り
代
わ
っ
て
語
る
者
、
被
調
査
者
と
調
査
者
の
あ
い
だ

に
あ
る
非
対
称
的
関
係
の
原
型
で
あ
る
の
だ
が
、
石
田
は
む
し
ろ
、
そ
こ
に

相
似
性
を
見
出
し
て
い
る
。
こ
と
ば
を
換
え
れ
ば
、
「
生
者
の
〈
立
場
〉
」

を
優
位
に
お
き
、
そ
こ
か
ら
「
死
者
の
〈
立
場
〉
」
へ
赴
く
こ
と
を
主
張
し

て
い
る
。
石
田
に
お
け
る
、
方
法
と
し
て
の
「
〈
立
場
〉
」
は
、
そ
の
非
対
称

性
で
は
な
く
、
連
続
性
と
相
似
性
に
行
き
つ
く
こ
と
と
な
っ
た
。

こ
う
し
た
営
み
を
お
こ
な
い
、
「
戦
後
二
十
八
年
に
わ
た
る
被
爆
者
の

〈
生
〉
は
、
彼
ら
の
引
き
続
く
〈
原
爆
体
験
〉
の
歴
史
で
あ
る
。
こ
の
歴
史

の
中
に
〈
原
爆
〉
は
そ
の
全
き
姿
を
表
出
す
る
。
被
爆
者
の
〈
生
〉
の
〈
苦

悩
〉
が
即
ち
そ
れ
で
あ
る
。
そ
の
〈
苦
悩
〉
の
故
に
被
爆
者
は
〈
原
爆
〉
を

否
定
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
れ
が
〈
反
原
爆
〉
の
思
想
で
あ
る
」
と
の
認
識

を
、
石
田
は
持
つ
に
至
る
（
「
序
文
」
『
反
原
爆
』
）
。

こ
の
点
は
、
歴
史
学
に
お
け
る
民
衆
史
研
究
に
お
い
て
も
同
様
で
、
歴
史

家
―
語
り
手
―
「
私
」
の
な
か
に
「
民
衆
」
を
見
出
し
、
「
私
の
な
か
の
民

衆
（
性
）
」
や
「
民
衆
の
一
員
と
し
て
の
「
私
」
」
が
語
ら
れ
る
。
「
民
衆
」

の
一
員
と
し
て
の
歴
史
家
（
＝
「
私
」
）
と
い
う
立
場
で
あ
り
、
連
続
性
と

相
似
性
の
強
調
で
あ
る
。
１
９
７
０
年
代
の
当
事
者
の
「
証
言
」
を
め
ぐ
っ

て
の
認
識
と
作
法
が
、
こ
こ
に
う
か
が
え
る
。

む
ろ
ん
、
非
対
称
性
に
か
か
わ
っ
て
の
論
点
に
も
、
石
田
は
自
覚
的
で
あ

る
。
当
事
者
と
調
査
者
（
社
会
学
者
）
の
相
克
と
し
て
表
出
す
る
事
態
を
、

石
田
は
一
般
化
し
、
こ
こ
で
の
二
重
の
相
克
を
指
摘
す
る
。
す
な
わ
ち
、「
私

の
描
く
こ
と
の
で
き
る
福
田
さ
ん
の
戦
後
史
は
、
も
と
よ
り
彼
女
自
身
に
よ

る
そ
れ
と
は
ち
が
っ
た
も
の
に
な
る
か
も
知
れ
な
い
」
。
し
か
し
、
そ
の
こ

と
に
よ
っ
て
、
福
田
と
の
あ
い
だ
に
「
本
当
の
意
味
で
の
〈
対
話
〉
」
を
も

つ
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
と
し
た
。

そ
し
て
、
「
生
活
史
」
を
め
ぐ
っ
て
の
か
か
る
営
み
と
手
続
き
を
経
て
、

石
田
は
「
原
爆
体
験
」
の
テ
ー
ゼ
化
を
図
る
。

「
〈
原
爆
〉
の
も
っ
た
最
大
の
意
味
は
、
そ
れ
が
原
爆
否
定
の
思
想

を
生
み
出
し
た
と
い
う
と
こ
ろ
に
在
る
。
こ
の
思
想
形
成
の
必
然
は
被

爆
者
の
〈
生
〉
そ
の
も
の
の
中
に
在
る
」（
「
序
文
」
『
反
原
爆
』
）
。

さ
ら
に
石
田
は
、「〈
原
爆
体
験
〉」
と
は
「〈
原
爆
〉
が
人
間
に
対
し
て
も
つ

意
味
を
確
定
し
よ
う
と
す
る
思
想
的
営
為
に
ほ
か
な
ら
な
い
」
と
し
、
自
ら
の

営
み
を
意
味
づ
け
る
。
こ
れ
自
身
は
、
い
く
ら
か
当
た
り
前
に
み
え
る
や
も
し

れ
な
い
。
し
か
し
、
石
田
が
こ
れ
を
導
き
だ
す
ま
で
の
過
程
と
手
続
き
、
調
査

と
叙
述
が
背
後
に
あ
り
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
認
識
に
他
な
ら

ず
、
そ
の
こ
と
を
考
え
あ
わ
せ
る
と
き
、
説
得
力
を
有
し
て
い
る
。

い
く
つ
か
の
石
田
忠
に
よ
る
命
題
を
掲
げ
て
み
よ
う
。

Ａ

私
た
ち
は
「
思
想
化
さ
れ
た
〈
原
爆
〉
」
に
打
た
れ
る
が
ゆ
え
に
、
「
被

爆
者
の
〈
原
爆
体
験
〉
」
は
「
強
い
衝
撃
」
を
与
え
る
。
「
私
た
ち
は
被
爆
者

に
ふ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
被
爆
す
る
の
で
あ
る
」
。

Ｂ

「
〈
原
爆
〉
」
に
関
す
る
事
実
や
事
件
を
知
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
ま
た
、

私
た
ち
は
衝
撃
を
受
け
る
。
そ
れ
は
、
こ
れ
ら
に
基
づ
い
て
、
私
た
ち
も
ま

た
「
〈
原
爆
〉
」
を
体
験
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
か
ら
。

Ｃ

被
爆
者
に
お
け
る
「
〈
漂
流
〉
か
ら
〈
抵
抗
〉
へ
の
飛
躍
」
は
、
「
主
体



295

と
し
て
の
自
己
形
成
」
で
あ
り
、
「
〈
反
原
爆
〉
の
思
想
」
で
あ
る

Ｄ

「
私
た
ち
は
す
べ
て
ヒ
ロ
シ
マ
と
ナ
ガ
サ
キ
の
生
存
者
で
あ
る
」

Ｅ

今
日
に
生
き
る
思
想
は
、
そ
れ
が
「
〈
原
爆
体
験
〉
」
を
欠
如
す
る
と
き
、

そ
こ
に
「
空
白
」
を
残
さ
ざ
る
を
得
な
い
。
「
〈
原
爆
体
験
〉
の
継
承
」
に
よ

っ
て
、
こ
れ
を
埋
め
る
こ
と
が
で
き
、
私
た
ち
も
ま
た
「
〈
原
爆
〉
を
〈
体

験
〉
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
。

Ｆ

「
〈
漂
流
〉
」
が
「
〈
原
爆
〉
に
よ
る
人
間
破
壊
」
を
「
象
徴
」
す
る
と

す
れ
ば
、
そ
れ
に
抗
っ
て
「
肉
体
的
・
道
徳
的
再
生
を
遂
げ
よ
う
と
す
る
主

体
的
な
営
為
」
が
「
〈
抵
抗
〉
」
で
あ
る
。

被
爆
者
へ
の
聞
き
取
り
の
な
か
で
の
考
察
と
と
も
に
、
い
や
、
そ
れ
以
上

に
聞
き
取
り
に
よ
っ
て
あ
ら
た
な
テ
キ
ス
ト
を
つ
く
り
、
解
釈
を
加
え
意
味

を
与
え
て
い
く
作
業
が
、
石
田
の
実
践
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
石
田
は
「
生

活
史
」
と
し
て
聞
き
と
り
―
解
釈
の
作
業
を
ま
と
め
あ
げ
、
「
生
活
史
」
と

い
う
テ
キ
ス
ト
の
編
著
に
携
わ
る
。
こ
れ
が
石
田
の
表
出
と
い
う
こ
と
に
な

る
。
「
〈
立
場
〉
」
の
自
覚
と
相
克
が
、
こ
こ
に
結
晶
す
る
。

『
反
原
爆
』
は
、
こ
う
し
て
「
長
崎
被
爆
者
の
生
活
史
」
（
副
題
）
を
描

き
、
石
田
（
お
よ
び
そ
の
グ
ル
ー
プ
）
の
様
々
な
意
味
で
の
集
大
成
と
な
る

が
、
石
田
忠
「
編
著
」
と
し
て
提
供
さ
れ
て
い
る
。
石
田
と
被
爆
者
の
双
方

に
よ
る
共
同
作
業
と
し
て
著
さ
れ
た
生
活
史
で
あ
る
と
い
う
主
張
が
、「
著
」

の
文
字
と
し
て
表
現
さ
れ
る
。
石
田
と
被
爆
者
が
、
著
者
―
被
記
述
者
で
は

な
く
、
対
等
の
関
係
を
も
つ
と
意
図
し
て
い
る
。
ラ
イ
フ
ヒ
ス
ト
リ
ー
な
ど
、

社
会
学
分
野
で
の
聞
き
取
り
の
テ
キ
ス
ト
化
の
ば
あ
い
に
も
み
ら
れ
る
作
法

で
も
あ
る
（
「
座
談
会

個
人
史
研
究
の
現
在
、
そ
し
て
エ
ゴ
・
ド
キ
ュ
メ
ン
ト

へ
」
『
歴
史
評
論
』
２
０
１
５
年
１
月
）
。

こ
の
営
み
に
お
い
て
、
石
田
は
実
証
的
な
補
足
は
い
ち
い
ち
し
な
い
。
石

田
の
「
調
査
者
の
〈
立
場
〉
」
は
鮮
明
で
あ
る
が
、
た
と
え
ば
（
福
田
が
共

に
生
活
し
て
い
た
）
「
岩
下
」
が
朝
鮮
人
で
あ
る
こ
と
は
触
れ
ら
れ
な
い
。
石

田
は
、
福
田
か
ら
証
言
と
し
て
聞
き
と
り
、
意
味
づ
け
と
解
釈
を
お
こ
な
う

が
、
補
正
や
訂
正
、
注
釈
は
禁
欲
し
て
い
る
。

そ
の
た
め
、
と
い
う
ほ
か
は
な
い
が
、
石
田
に
よ
る
生
活
史
・
叙
述
か
ら

は
、
福
田
須
磨
子
に
お
け
る
朝
鮮
と
い
う
問
題
項
の
欠
落
が
生
じ
る
。
「
原

爆
体
験
」
に
お
い
て
、
朝
鮮
と
い
う
事
項
―
（
や
や
強
引
に
一
般
化
す
れ
ば
）

加
害
の
問
題
系
は
い
か
に
入
り
込
む
の
か
、
と
い
う
論
点
は
こ
こ
か
ら
は
出

て
こ
な
い
。
複
数
の
倫
理
的
領
域
が
あ
る
な
か
、
加
害
の
筋
道
が
ど
の
よ
う

に
で
て
く
る
の
か
は
、
石
田
の
「
生
活
史
」
か
ら
は
難
し
い
。

他
方
、
こ
の
営
み
の
な
か
で
、
聞
き
書
き
が
テ
キ
ス
ト
と
し
て
固
定
さ
れ
、

福
田
が
自
ら
を
「
被
爆
者
」
と
し
て
総
括
し
、
「
抵
抗
」
へ
の
「
飛
躍
」
を

果
た
し
た
こ
と
が
際
立
つ
こ
と
に
な
る
。
生
活
史
・
叙
述
と
原
爆
文
学
の
１

９
７
０
年
代
を
探
る
と
い
う
、
本
稿
の
文
脈
か
ら
い
え
ば
、（
石
田
は
回
避
し

よ
う
と
し
て
い
る
が
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
）
生
活
史
・
叙
述
の
な
か
に
、

非
対
称
性
が
組
み
込
ま
れ
る
と
い
う
こ
と
で
も
あ
る
。

複
数
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
も
つ
福
田
須
磨
子
が
、
「
被
爆
者
」
と
い

う
存
在
規
定
に
帰
着
し
、
そ
の
「
立
場
」
か
ら
「
証
言
」
を
再
構
成
し
た
こ

と
が
、
全
面
的
に
追
認
さ
れ
る
。

お
わ
り
に

―
「
証
言
」
を
め
ぐ
っ
て
の
力
学

「
証
言
」
の
時
代
で
あ
る
１
９
７
０
年
代
。
こ
の
時
期
に
、
「
証
言
」
の

領
域
が
定
め
ら
れ
、
「
証
言
」
の
も
つ
重
み
が
も
た
ら
さ
れ
た
。
そ
の
こ
と
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に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
石
田
忠
の
ば
あ
い
、
「
〈
立
場
〉
の
絶
対
性
」
か

ら
「
証
言
」
を
扱
い
、
被
爆
者
で
あ
る
当
事
者
の
生
活
史
を
再
構
成
す
る
。

石
田
は
多
数
の
被
爆
者
か
ら
の
聞
き
取
り
を
行
い
、
か
か
る
「
〈
立
場
〉
」

を
見
出
し
、
こ
こ
か
ら
叙
述
が
な
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
翻
っ
て
み
れ
ば
、
個
々
の
も
の
に
と
っ
て
は
、
さ
き
に
「
〈
立

場
〉
」
が
あ
る
の
で
は
な
い
。
加
え
て
、
石
田
忠
は
、
「
悔
恨
共
同
体
」
の
一

員
と
し
て
、
「
政
治
」
の
優
位
を
い
い
、
生
活
か
ら
の
「
政
治
」
の
発
見
と

い
う
方
向
の
価
値
化
を
重
視
す
る
。
石
田
の
叙
述
は
、
抵
抗
に
行
き
つ
き
、

政
治
に
参
加
す
る
福
田
の
「
〈
立
場
〉
」
か
ら
の
叙
述
と
な
り
ゆ
く
。
聞
き
取

り
の
対
象
と
さ
れ
た
者

―
福
田
須
磨
子
か
ら
す
れ
ば
、
自
ら
の
経
験
の
二

重
の
阻
害
と
疎
外
が
こ
こ
に
生
じ
る
こ
と
と
な
ろ
う
。

し
か
し
、
た
ま
た
ま
福
田
は
、
石
田
の
聞
き
取
り
に
先
行
し
て
、
自
ら
の

記
述
を
な
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
石
田
の
解
釈
と
の
相
克
が
明
ら
か
に
な

っ
た
が
、
他
の
被
爆
者
は
そ
の
葛
藤
・
確
執
・
相
克
が
表
示
さ
れ
な
い
ま
ま
、

①
石
田
が
編
著
者
と
な
る
生
活
史
・
テ
キ
ス
ト
が
、
②
「
証
言
」
と
し
て
提

供
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
手
続
き
を
踏
む
が
ゆ
え
に
、

③
「
証
言
」
に
正
統
性
が
与
え
ら
れ
る
。
い
っ
た
ん
「
証
言
」
が
提
供
さ
れ

れ
ば
、
正
統
性
を
与
え
ら
れ
た
も
の
と
し
て
、
④
そ
の
「
証
言
」
が
解
釈
さ

れ
る
こ
と
と
な
る
。「
証
言
の
時
代
」
は
、
か
よ
う
に
し
て
は
じ
ま
り
ゆ
く
。

く
り
返
し
触
れ
る
よ
う
に
、
こ
と
は
社
会
学
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
た
と
え

ば
歴
史
学
に
お
い
て
も
同
様
で
、
か
か
る
葛
藤
・
相
克
は
、
民
衆
史
研
究
と

「
証
言
」（
史
料
）
と
の
関
係
で
も
あ
る
。
「
民
衆
の
声
」
と
し
て
提
供
さ
れ

る
「
証
言
」
（
集
）
は
、
た
と
え
史
料
と
し
て
記
述
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
て

も
、
歴
史
家
が
介
在
す
る
と
き
は
歴
史
家
の
解
釈
と
評
価
を
経
た
も
の
と
な

っ
て
お
り
、
そ
れ
に
基
づ
く
歴
史
叙
述
が
な
さ
れ
ゆ
く
こ
と
に
な
る
。

「
証
言
」
に
お
け
る
、
聞
き
と
る
主
体
／
聞
き
と
ら
れ
る
対
象
と
い
う
非

対
称
的
関
係
。
こ
の
関
係
に
組
み
込
ま
れ
て
提
供
さ
れ
る
「
証
言
」
と
い
う

テ
キ
ス
ト
。
し
か
し
、
こ
の
「
証
言
」
に
お
い
て
、
当
事
者
の
語
り
が
絶
対

視
さ
れ
、
当
事
者
の
認
識
が
議
論
さ
れ
る
。
こ
こ
に
も
ま
た
、
二
重
の
阻
害

と
疎
外
が
あ
る
。

福
田
須
磨
子
と
石
田
忠
の
関
係
は
、
福
田
が
先
行
し
て
自
ら
の
解
釈
に
基

づ
く
テ
キ
ス
ト
（
『
生
き
る
』
、
『
わ
れ
な
お
生
き
て
あ
り
』
）
を
作
成
し
て
い
た

が
ゆ
え
に
、
さ
ら
に
入
り
組
ん
だ
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
福
田
と
石
田
の
相

補
・
共
犯
・
包
含
、
あ
る
い
は
反
撥
…
…
。

１
９
７
０
年
代
の
原
爆
の
語
り
の
位
相
と
構
造
は
「
証
言
」
と
い
う
領
域

を
創
出
し
た
が
、
「
証
言
」
を
め
ぐ
っ
て
は
か
く
も
複
雑
で
あ
る
。
「
証
言
」

の
な
か
の
力
学
、
「
証
言
」
に
働
く
力
学
が
、
存
在
し
て
い
る
。

当
事
者
と
し
て
死
者
が
問
題
化
さ
れ
、
当
事
者
性
が
議
論
さ
れ
る
に
至
る

の
は
、
か
か
る
事
態
を
自
覚
す
る
が
ゆ
え
の
認
識
で
あ
る
が
、
本
稿
の
主
題

か
ら
す
る
と
き
に
は
、
あ
ら
た
め
て
被
爆
者
の
「
証
言
」
と
は
い
っ
た
い
何

で
あ
る
か
が
問
わ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ま
で
生
活
史
・
叙
述

と
し
て
な
さ
れ
た
営
み
を
、
こ
の
観
点
か
ら
解
釈
し
な
お
し
、
解
き
放
つ
と

き
、
あ
ら
た
な
「
原
爆
経
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可
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に
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も
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で
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な
に
よ
り
も
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に
先
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の
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と
の
比
較
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討
が
な
さ

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
点
に
お
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、
本
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は
ま
だ
ま
だ
未
完
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あ

る
こ
と
を
お
詫
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し
た
い
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